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研究成果の概要（和文）：　理科学習の中でも野外学習を伴うものは、その観察学習の実施率が低い。それは、自然自
体の多様性により観察対象物が、地域や場所ごとに変化するという本質に由来するものである。また、学校外に観察対
象があるため、時間や費用、また観察対象となり得る適当な場所の確保も問題である。
　本研究では、上記の課題解決のため、学校を支援するための野外学習プログラムの開発・実践を行った。小学６年「
土地のつくりと変化」、小学５年の「流れる水のはたらき」の単元において地点の選定、学習の実施などのプログラム
化に成功した。本取組期間に延べ、39校園、生徒児童数で1515名にプログラムを提供できた事は、本取組の大きな成果
である。

研究成果の概要（英文）： The practice rate of field study in science is low, primary and junior high 
schools in Japan. That is because an observation subject changes with the diversities of the Nature 
itself for every locality or location. Moreover, reservation of a time, expense, and the location for 
observation is also a problem for practice of field study.
 In this study, I carried out development and practice of the field learning program for supporting a 
school for the above-mentioned school science study. In elementary school 6 grade Science Unite 
"Formation and change of land" and elementary school 5 grade unit of "Function of running water", I 
succeeded in programs, such as selection of a point, and practice of study. It can be summarized that I 
have provided 1515 Students of the school of 39 with the program as they are big efforts.

研究分野：理科教育、環境教育、地質学
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１．研究開始当初の背景 

【研究の背景】義務教育課程の学習指導要領

が改訂され、理科では実験・観察がこれまで

以上に重要視されるようになった。この背景

には、子どもの「理科離れ」や「理科嫌い」

が指摘され、これまで科学技術立国としての

我国の存続にも危惧が生じている。それに対

し、新学習指導要領で小学校、中学校におけ

る理科の時間数が大幅に増加する事になり、

実験・観察を行える時間数が確保された形と

なった。 

 しかし、野外学習をともなう地学や生物分

野などは、地域の多様性が大きく、専門知識

を有した学習支援者を必要とする場合が多

いのが実情である。また、地学教材（露頭や

河川など）は、そのほとんどが学校の敷地外

にあり、また教材として適当な地点・場所ま

での学校からの距離が遠方にあることが多

い事も、野外学習実施の障害になっている。

加えて、特に地層、岩石、堆積物、河川の状

況などは、それ自体多様性を有しているため

に、同一の事物、事象であっても全く異なっ

た概観を示している事がある。それ故に、教

師としての野外での観察経験と授業の実績

が必要となる。 

 以上のように、地学野外学習では、観察で

きる場所の問題、観察地までの時間や経費の

問題、及び教員側の力量の問題など、その実

施を難しくしている現状が問題点として指

摘される。このような野外学習を伴う理科単

元の効果的な実施を実現するための、学習支

援策の一つとしての教育支援の方法と単元

ごとのプログラムの開発提供が、小学校、中

学校の現場から求められている。 

【理科野外学習の実情：解決すべき課題】 

 椿・秦（2008）は、島根県東部地域（松江

市・雲南市・安来市）の小学校・中学校にお

ける 2008 年度の地学野外学習の実施状況に

ついて報告している。それによると、地学野

外学習を 2008 年度に実施している学校の割

合は、小学校 44％（76 校中 33 校）であった。

なお、宮下（1999・2008ａｂ）の報告による

東京都の公立小学校における地学野外学習

の実施状況をみると、1990 年で 29.2％、1997

年で 14.0％、2004 で年 0％（ともにアンケー

トが回収できた総数での統計）であり、島根

県での実施状況（2008 年度現在 44％）は、

東京都と比較すると高い。しかし、自然豊か

な島根県でさえ、半数以上の小学校が野外学

習を実施できていない事実は、大変憂慮すべ

きである。 

 

２．研究の目的 

 小学校、中学校における理科教育は、新学

習指導要領の完全実施に伴い、実験・観察の

機会が増えた。これは、現場の教員や子ども

達自身の理科力の向上に大変有意義なもの

であるが、その一方で、地学分野、生物分野

など野外学習を伴うものについては地域の

特性を理解した野外学習の支援者及び学習

プログラムの構築が有効である。 

 島根県や鳥取県は日本の中でも大変自然

に恵まれ、野外学習の効果的な実施により子

ども達の理科に対する興味関心、知識、理解、

追求力が格段に向上する事が期待される。理

科野外学習の小中学校への学習支援の一貫

として、野外学習をプログラムの開発を「青

空寺子屋」と称し、理科野外学習の新しいス

タイルを確立する。それは同時に、生徒・児

童には野外学習の機会を提供し、教員には指

導力向上のための実践研修の機会となるこ

とで、持続可能な野外学習の学びの場を本取

組において構築する。 

 

３．研究の方法【計画書に準ずる】 

 島根・鳥取両県の主な小学校・中学校にて

地学分野（小学校５年生理科単元「流れる水

ほはたらき」、小学校６年理科単元「大地の

つくり」、中学校１年理科単元「変動する大

地」）での野外授業の学習支援を行う。また、



研究期間における３カ年で少なくとも同単

元で３回の同一校での学習支援を行う。その

中で、地域に応じた学習プログラムの開発を

行う。地域ごとに開発する学習プログラムを

青空寺子屋「プログラム」として教育現場へ

の情報の発信を行う。さらに、発信した情報

によりさらなる理科野外学習を実践する小

学校、中学校を募り、学習プログラムの効果

を検証する。 

【初年度：平成 24 年度】平成 24 年度（初

年度）は、これまでの教育実績をもとに、

主に地学分野での学習支援を行い、理科野

外学習のプログラム化を行う。主に、小学

校では５年生理科単元「流れる水のはたら

き」、６年理科単元「大地のつくり」で野外

学習を実践する。川学習では、主に島根県

の東部、中部、西部地域、鳥取県の西部地

域のそれぞれの代表的な河川を用いて教材

化を目指す。河川は斐伊川（島根県東部）、

江の川（島根県中部）、高津川（島根県西部）、

日野川（鳥取県西部）で行う。土地のつく

りの学習では、平成２４年度は、島根半島

（島根県東部）、三瓶山（島根県中部）、青

野山火山群（島根県西部）、大山（鳥取県西

部）で行う。中学校の変動する大地の単元

では、小学校との学習の連続性を考慮・意

識して、小学校「土地のつくり」の単元と

同地域・同地点で行う。これらの野外学習

は、松本がこれまでに連携してきた小学校

のうち１０校程度、中学校では５校程度で

実践授業を行う計画をたてた。 

【平成 25年度】平成 25年度は、初年度に

実践授業を行った学校に対して初年度と同

単元・同内容で継続して野外学習を行う。

それによりプログラムの効果や問題点を明

らかにするとともに、プログラム試行版を

完成させる。この理科野外学習の単元ごと

の試行版は、次年度の新たな学校への情報

提供と平成 26 年度の学習連携を行う新た

な学校先の確保を目指すものでもある。な

お、学習支援を行う学校のうち新たな学校

を小学校２校、中学校１校程度増やし、プ

ログラムの検証と学習支援のネットワーク

を拡大させるための方策を構築することを

目指した。具体的には教員同士の勉強会や

研究会を立ち上げる。つまり、学習支援を

行った学校の実践報告を通して野外学習の

方法、効果、問題点などを報告、議論でき

る場を提供するとともに現場教員の声をプ

ログラムに反映させる。 

【最終年度：平成 26 年度】平成 26年度は、

過去２年間の地域の学校との理科野外学習

の実践を通して試行版としてプログラム化

した【青空寺子屋プログラム】の完成版と

しての実施と検証を行う。そのために、年

度当初に 25 年度の試行版として開発した

プログラムの情報発信を行うとともに、野

外学習の実践協力依頼を行う計画をたてた。 

 

４．研究成果 

【4-1 実施結果】本取組の３年間において、

概ね計画通り島根・鳥取両県における野外学

習支援活動が実施できた。これは、本計画が

目的として目指していた「生徒・児童には野

外学習の機会を提供し、教員には指導力向上

のための実践研修の機会とする」を達成でき

たと評価している。それは、本取組期間にお

ける野外学習支援の提供が延べ、39 校園、生

徒児童数で 1、515 名（幼稚園５園、小学校

29 校、中学校２校、高校３校）にも達した事

は、この数字自体が大きな成果であったと言

える。ただ、当所予定していた中学校につい

ては、生徒数が増えることに伴う、移動手段、

時間の制約があるのに加えて、同一観察場所

での大人数野外授業が比較的難しい事が判

明したため、数的には予定どおりではなかっ

た。 

【4-2 研究成果】実施結果の項でも示したと

おり、本取組により、取組期間の３年間で延

べ、39 校園において野外学習支援を実施でき



たことが一番の成果である。次に、この野外

学習支援には、該当の学校園の教員に加えて、

島根大学教育学部の教員を志望する学生も

１回につき平均３名は参加し、その授業観察

を行う事ができた。延べ学生の参加数は 120

名にも及んだ。これは、当所の計画にはなか

った事ではあるが、教師を目指す学生の大変

良い学習支援授業にもなった事と考えてい

る。以下、具体的な野外での成果（青空寺子

屋プログラムの構築）について示す。また、

同一校園への複数年（ほとんどが３年間）へ

の支援は総数の半数に達したことから、中に

本取組期間中に３回も同プログラムを受講

した現場教員も多数にのぼった。 

 構築できた成果物としてのプログラムは

２つである。一つは、小学５年生理科単元「流

れる水のはたらき」、もう一つは小学６年理

科単元「土地のつくりと変化」である。以下、

それら（構築完成した青空寺子屋プログラ

ム）を簡単に説明する。 

【4-3 成果１：川学習（斐伊川）プログラム】 

 川学習（斐伊川）プログラムは、基本

的に１日がかりの学習として開発するこ

とができた。本プログラムは島根県東部

の斐伊川を教材化したものである。主に

３地点（広い平野を流れる地点、山間部

を流れる地点、渓谷を流れる地点）を観

察地点として選定・教材化することがで

きた。なお、より実感を持って学習でき

るように、砕屑粒子（礫、砂、泥）に視

点を持たせ、探究意識向上のために、川

の流れを遡るような順序で学習を実践し

ている。つまり、川学習では「浸食」「運

搬」「堆積」の主に３つの地質学的な作

用を学ぶが、下流側から遡る学習では、

下流の砕屑粒子（つまり堆積した状態に

ある細粒な砕屑物）から、浸食、運搬さ

れる前の状態を推論する活動が効果的に

取り入れられるからである。また、学年、 

単元をこえての連続学習を意識した学習

を開発した（図１）。 

 [図１：学年、単元を越えてのプログラム化] 

【4-4 成果２：大地の学習（島根半島）プロ

グラム】 

 大地の学習（島根半島）プログラムは、

基本的に半日をかけての授業としてプロ

グラム化しているが、対象の学校が学習

地点から遠い場合は、それよりも時間を

かけるようにしている。本プログラムは、

島根半島の砂泥互層を教材化したもので

ある（図２）。地層を構成する砂岩と泥

岩の色や手触りなどの五感を用いて観察

させることを中心に、地層のでき方や上

下関係、傾斜していることの意味などを

探究的に調べるような授業としてプログ

ラム化に成功した。また、火山岩につい

ても観察・学習する。前述したように、

５年生での「流れる水のはたらき」の単

元を振り返るような内容を随所に盛り込

むように工夫をしている。 

 

[図２ 開発したプログラムの学習の様子] 

【4-5 まとめと今後の課題】 

 地学野外教材は、地学的な多様性があ

るために、ある地域・学校での実践や教

材が、そのままでは他の地域・学校に適

用できない事が多いのが現状である。そ

こで、担任教員が学校の近くの地質状況

等を勉強、理解する事が地学野外教材を

有効に活用する必要がある。本プログラ

ムは、生徒・児童にとっては実際に本物

を観察することで、実感を伴って理解す



るのに大いに貢献したことと考える。勿

論、学校現場の教員にとっては指導力や

その経験を高める研修の場とすることが

できた。このプログラムが、今後は教員

間で地域に広がって広くは島根・鳥取両

県の理科学習でも野外学習を行う上での

参考になる事が期待される。 

 一方で、新たな課題も見えてきた。そ

れは理科単元としての「流れる水のはた

らき」や「土地のつくりと変化」の学習

であるが、自然災害の多い日本にあって

は、防災や環境問題を、より一層意識し

たプログラムにしていく必要がある。今

回構築したプログラムをさらに、野外学

習の前後を含めて、より防災や環境、ま

たは社会科や総合的な学習の時間ともリ

ンクしていく必要を感じた。また、中学

校については、人数が多くなるために野

外での観察場所や観察時間の工夫をさら

に行う必要が明確となったために改善を

していく予定である。 

 今後、本取組で示したプログラムが参

考になり島根・鳥取両県のみならず、日

本全国に向けての水平展開に繋がれば幸

いである。また、そのための努力を継続

するとともに、本プログラムの研究開

発・実践に力を頂いた文部科学省、及び

地域の幼稚園、小学校、中学校、高等学

校の関係各位に心から御礼を申し上げま

す。 
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